
市川市 危機管理室

2024  タウンミーティング

防 災



地震被害想定の見直し（前提条件）

想定地震：東京湾直下地震
発生時期：冬１８時
風 向 ：北北西
風 速 ：６.０ｍ／ｓ

＜被害が最大となる地震＞ ★：破壊開始点

東京湾直下地震における震源モデルの位置

震源
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前回（平成25年）の被害想定から１０年が経過し、人口の増加や街
の様相が大きく変化していることから、本市の実態に即して、地震被
害想定の見直しを行いました。

人口の増加 街の様相の変化
H24年3月末時点 458,678人
⇒R5年1月末時点 491,423人(約7%増)

外環自動車道・国道２９８号開通
妙典橋開通、高層建物の増加など

想定地震に係る最新の知見



地震被害想定の見直し（震度分布）

3

震度階級

■震度7 ■震度5強
■震度6強 ■震度5弱
■震度6弱 ■震度4

■震度3以下

平成２５年 令和６年

震度階級別 計測震度別震度階級別

計測震度



地震被害想定の見直し（予想される被害）
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種別 被害項目 被害単位
東京湾直下地震
（市内全域）

東京湾直下地震
（○○地区）

東京湾北部地震
（H25市内全域）

建物

揺れ

全壊棟数 4,807棟 3,678棟

うち、倒壊棟数 347棟 ―

半壊棟数 9,725棟 17,196棟

液状化
全壊棟数 304棟 ―

半壊棟数 2,883棟 ―

急傾斜地崩壊
全壊棟数 15棟 ―

半壊棟数 34棟 ―

火災
出火 残出火件数 46件 14.5件

延焼 焼失棟数 10,965棟 6,108棟

人的

死者 （人） 451人 331人

重傷者 （人） 387人
4,072人

軽傷者 （人） 1,437人

ライフ
ライン

電力 停電率（直後） 19.3％ ―

上水道 断水率（直後） 74.4％ ―

下水道 機能支障率（直後） 6.1％ ―

固定電話 不通回線率（直後） 12.2％ ―

都市ガス 供給停止率（直後） 44.9％ ―

LPガス 機能支障率（直後） 15.2％ ―

交通 道路 被害箇所数 17箇所 ―

生活
支障等

避難者

1日後（内、避難所避難者数） 60,904人（36,542人） （47,191人）

1週間後（内、避難所避難者数） 98,529人（49,264人） ―

1ヵ月後（内、避難所避難者数） 62,087人（18,626人） ―

帰宅困難者 市外の帰宅困難者数 55,546人 ―

災害廃棄物 発生量 170.63万トン 182.3万トン

経済被害 直接経済被害額 9,524億円 ―

別
紙
を
参
照
く
だ
さ
い



防災カルテの見直し
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(4)災害リスク評価
 新しい被害想定結果を反映
 地震のリスク指標として、
「土砂災害」に代えて「避
難者」を追加

(6)被害想定結果
 地震災害について、新しい被
害想定結果を反映

 風水害について、真間川、内
水、高潮の浸水想定を更新

(9)防災マップ
 地図上に土のうステーション
を追加

 地図上に土砂災害警戒区域及
び特別警戒区域を追加

(10)基礎資料
 震度分布図や液状化危険度な
ど、地震のハザードマップを
更新

 真間川・内水氾濫及び高潮の
浸水想定区域図を更新



令和６年度市川市大規模災害対応合同防災訓練について

【実施日時】令和６年１１月１０日（日）
９時３０分～１２時００分

【会 場】市川緊急用船着場 市川南４丁目地先
【目 的】

①自治会や市民、各防災関係機関、協定事業者と市との連携強化
②市民の参加、体験による防災意識や地域防災力の向上

【訓練想定】
・東京湾直下を震源域とするマグニチュード７．３の地震が発生し、
市内で震度６強を観測。

・市内で火災や建物倒壊、液状化によるライフライン被害が発生。
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【初期消火訓練】

【市民参加型訓練（イメージ図）】

【倒壊家屋からの救助訓練】【シェイクアウト訓練】

令和６年度市川市大規模災害対応合同防災訓練について

自治会の皆様には当日の訓練参加や見学をお願いします。
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【情報収集】

・消防局、郵便局によるバイクでの情報収集訓練

・消防局、協定事業者によるドローンでの情報収集訓練

令和６年度市川市大規模災害対応合同防災訓練について

【救助・救出訓練】
・日本救助犬協会と警察による倒壊家屋からの救助訓練
・消防局による倒壊ビルからの救出訓練
・消防局と消防団による消火訓練

【訓練（イメージ図）】
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・道路交通部、下水道部による交通規制訓練 ・ガス管の復旧訓練

令和６年度市川市大規模災害対応合同防災訓練について

【道路パトロール】 【ライフライン復旧訓練】

・給水車による給水訓練

【訓練（イメージ図）】
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【啓発・展示】
・協定事業者等による啓発や緊急車両等の展示
・地震体験、炊き出し訓練

令和６年度市川市大規模災害対応合同防災訓練について
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防災資器材購入費の助成

〇補助金額

防災資器材の購入費などの３分の２（１,０００円未満切捨て）を助成します。

〇補助金限度額（上限額）

１００,０００円＋世帯数×２００円

限度額は５年間引き継がれ、複数回に分けて使うことも可能です。

〇対象期間

令和６年度から令和１０年度までの５年間

（年度予算額に達した場合、翌年度までお待ちいただくことがございます。）

〇対象物品

様々な物が対象となっております。詳細は地域防災課までお問い合わせください。

自主防災組織への助成制度
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